
国の重要文化財に指

定されている10棟の

建物と2つの産業機械
を見学します。

逍遥の小

。
レ
饗
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I L

本

町
通

り

私
た
ち
が
歩
き
ま
す
！

健
介
…
食
べ
る
こ
と
と
釣
り
が
大
好

き
な
“
歳
。
体
型
が
気
に
な
る
今
日

こ
の
頃
。
元
気
に
全
国
を
歩
き
ま
す
―

文
代
…
全
国
に
い
る
友
人
と
の
文
通

を
楽
し
む
∞
歳
。
歴
史
や
家
紋
、
伝

統
工
芸
に
興
味
あ
り
！

本町通り(地図●)。
城下町は碁盤の目

状になっており、

地図を手に、寺内

町通り、鍛冶屋旺

魚屋町など、昔を

物語る町名を見な

がら散策するのも

楽しい

メモ

コースの距離:約4km

所要時間:約1時間30分 (休憩、見学時間含まず)

入館料:どんでん館200円 、からく。り展示館1∞円、

犬山城ぼЮ円、右桑詭looo円

●観光に関する問い合わせ

犬山観光案内所 電話 0568‐ 61‐6000

ホームページ

http:〃www.inuyama.gr.jp/

犬山の魅力紹介

愛知県の西側にあって 最北端に位置

する大山市。国宝・犬山城の眼下をゆっ

たりと流れる木曽川は、岐阜県との県

境でt江 戸時代には尾張藩付家老で
なるせ

ある成瀬氏が代々の犬山城主となり、

城下町として発展してきました。城を囲

んでいたお堀は埋められましたがt当 時

の町割りが今も残り、城と城下町らし

い町並みを両方味わうことができまt

ア
ク

セ

ス

「名
鉄
名
古
屋
」
駅
か
ら
名
鉄
大
曲
線
に
乗
り



どんでん館(地図②)に展示されている車山。日中は豪華

な刺しゅうを施した水引き幕を揺らし、夜になると365個

のちょうちんが下げられる(左)

ど
ん
で
ん
館
（地
図
０
）

旧
磯
部
邸
（地
図
０
）

草山には、それぞれに樗りを凝らしたからくり人形が据え

:程ζ∵脱諷亀晟里瑚覆鷲動ま胃総
を手や足

【本
町
通
り
】

健
介

¨
大
山
の
城
下
町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
だ
ね
。

文
代

¨
わ
あ
、
通
り
の
両
側
に
木
造
の
建
物

が
並
ん
で
い
て
、
江
戸
時
代
の
ま
ま
み
た
い
。

健
介

¨
土
産
物
店
や
飲
食
店
な
ど
の
間
に
民

家
も
並
ん
で
い
る
ね
。
格
子
戸
や
瓦
屋
根
を

使
っ
た
統

一
感
の
あ
る
町
並
み
が
い
い
な
あ
。

道
路
は
整
備
さ
れ
て
い
て
歩
き
や
す
い
し
、

電
線
が
地
中
化
さ
れ
て
い
て
電
柱
が
な
い
か

ら
、
景
観
が
す
っ
き
り
し
て
い
る
ね
。

【ど
ん
で
ん
館
】

文
代

¨
縦
長
の
変
わ
っ
た
建
物
ね
。

健
介

¨
中
に
入
れ
ば
、
な
ぜ
だ
か
わ
か
る
よ
。

文
代

¨
わ
あ
、
大
山
祭
で
市
中
を
引
か
れ
る

本
物
の
「車
山
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
わ
。
３

層
構
造
で
、
高
さ
は
８
．
７
ｍ
で
す
つ
て
‐

健
介

¨
４
月
の
第
１
土
曜
と
日
曜
に
行
わ
れ

る
大
山
祭
は
、
寛
永
１２
（１
６
３
５
）年
か
ら

伝
わ
る
針
綱
神
社
の
祭
礼
で
、
か
ら
く
り
人

形
が
据
え
ら
れ
た
車
山
が
１３
輛
も
練
り
歩
く

そ
う
だ
よ
。
こ
の
館
の
名
前
は
、
車
山
が
辻

で
方
向
転
換
す
る
の
を

「ど
ん
で
ん
」と
呼
ぶ

こ
と
に
出
来
し
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

か
ら
く
り
展
示
館

（地
図
●
）

針
綱
神
社
（地
図
０
）

さぃおうばとも。中国の神話に登場する女神。51



旧磯部邸(地図0)。江戸時代から呉服商を営んでいた商
家で、敷地は間口6.3m、奥行きは58mも ある

旧磯部邸の入り口を入ると、主屋の土間の先に通り庭が

あり、その先に裏座敷(左)、土蔵(中央)、奥土蔵(左奥)

などの建物がある

からくり人形や車山に関する史料が展示されているからく
り展示館(地図0)。写真は、からくり人形師。九代玉屋庄
兵衛作の美しいからくり人形

11盪橘驚癬 ‰Υ饂璧域i[
眺めることができる。写真奥の橋は大山橋(地図⑩)

製雹霧継藁管理マトド曇蓑讐曇9T献3F霜継奇裏成ぶ
らは大山城への道(地図0)に行くことができる

犬山城(地図0)は3層の内部が4階、石垣の内部に地階
1、2階とぃ,う構造になっている。写真は地階の2階で、
石垣や太い梁などを見ることができる



有楽苑(地図0)に ある国宝の茶室

警冒「[″ 鵜 靭 鼎 柑 ぶ

年ごろ京都に建てた茶室を、この地に移

築した。広い庭国内に複数の茶室などが

あり、抹茶をいただくこともできる

茶
運
人
形
（九
代
玉
屋
庄
兵
衛
作
）。
か
ら

く
り
展
示
館
（地
図
●
）
で
は
、
衣
装
を
着
け

て
い
な
い
か
ら
く
り
人
形
も
展
示
さ
れ
て
お

り
、
構
造
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

石
畳
の
坂
道
（地
図
●
）

この記事は2011年 8月 に取材 したものです。53 きようの健康 12011.11

大山祭では、暗くなると車山にちょ

うちんが灯され、桜並木を練り歩く。

夢幻の世界に引き込まれそう。

長
い
歴
史
を
も
つ
静
か
な
裁
下
町
で
し
た
。

次
は
大
山
祭
を
見
に
来
た
い
で
す
―

国
宝
の
大
山
城
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
て

感
激
し
ま
し
た
。

【大
山
城
】

文
代
一
一番
上
に
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ー
。

い
い
眺
め
ね
―
　
殿
様
に
な
っ
た
気
分
。

健
介
¨
建
物
の
外
に
廻
縁
が
あ
る
望
楼
型
の

城
だ
か
ら
、
鰤
度
の
眺
め
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
。

文
代

¨
織
田
信
長
の
叔
父
に
あ
た
る
織
田
与

次
郎
信
康
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
の
は
、
天
文

６
（１
５
３
７
）年
で
す
っ
て
。

健
介

¨
冠
甦
１２
（１
５
８
４
）年
の
卜
篠

。
薄

久
手
の
合
戦
の
と
き
に
は
、
豊
臣
秀
吉
が
こ

の
城
に
入
り
、
徳
川
家
康
と
戦
っ
た
ん
だ
よ
。

文
代

¨
戦
国
の
世
か
ら
の
長
い
歴
史
が
あ
る

の
ね
。

【木
曽
川
遊
歩
道
】

文
代

¨
川
風
が
気
持
ち
い
い
わ
～
。
こ
の
遊

歩
道
、
春
は
美
し
い
桜
並
木
に
な
る
の
ね
。

健
介

振̈
り
返
る
と
、
大
山
城
が
見
え
る
よ
―

文
代
¨
大
山
橋
の
た
も
と
に
小
舟
が
繋
が
れ

て
い
る
わ
。
何
に
使
う
の
か
し
ら
。

健
介

一
木
曽
川
で
行
わ
れ
る
鵜
飼
い
を
見
物

す
る
た
め
の
舟
だ
よ
。
大
山
橋
の
先
に
船
着

き
場
が
あ
る
ん
だ
。

文
代

私̈
た
ち
も
一度
見
て
み
た
い
わ
ね
。

有
楽
苑
（地
図
●
）苑
内

木
曽
川
遊
歩
道
（地
図
●
）側
か
ら

見
た
犬
山
城

大
山
橋
。
左
は
道
路
橋
、
右
は

鉄
道
橋
（地
図
０
）


